
１．１．１．１．１．表紙表紙表紙表紙表紙

○　メモ入力画面

○　 自社名欄

マスター登録で、複数の自社名を登録して
おいて、見積書ごとに社名を変えて
印刷できます。
印刷する自社名の選択は、見積書の表紙の
「１４」でコードガイドより選択します。

選択された自社名を印刷するときには、
使用する見積書のレポートファイルに
自社名欄を配置する必要があります。
Ｖ３用に用意された見積書のレポート
ファイルには、あらかじめ社名欄が
配置されています。

見積書ごとにメモ入力画面を追加。
複数行にわたって、メモ入力できます。
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Ｗｉｎｄｏｗｓ版Ｗｉｎｄｏｗｓ版Ｗｉｎｄｏｗｓ版Ｗｉｎｄｏｗｓ版Ｗｉｎｄｏｗｓ版

Ｖｅｒ．Ｖｅｒ．Ｖｅｒ．Ｖｅｒ．Ｖｅｒ．３で追加された機能３で追加された機能３で追加された機能３で追加された機能３で追加された機能



○　 表形式入力

○　 発注先入力

○　 雑材率１・２の入力

○　ガイドの自動表示

          ３．３．３．３．３．テキスト及びメール出力テキスト及びメール出力テキスト及びメール出力テキスト及びメール出力テキスト及びメール出力

○　 テキスト出力

出力するテキストファイル
をメールで送信できます。

          ２．２．２．２．２．明細入力明細入力明細入力明細入力明細入力
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見積明細一行ごとに、発注先の入力ができます。明細画面に発注先の入力項目がない
件名は、「見積書」メニューの「明細表示設定」で項目を追加します。
発注先は「マスター登録」の「発注先」であらかじめ登録し、 コードガイドより選択します。

明細入力画面で、雑材率１・２の修正ができるようになりました。
「見積書」メニューの「明細表示設定」で率１・率２の項目が追加できます。

コードガイド・材料ガイドの表示を、自動でＯＮ・ＯＦＦできます。

見積書のテキスト出力時に、出力する項目を選択できるようになりました。

見積明細入力方法を従来の　｢行単位入力｣　と、｢｢｢｢｢表形式入力表形式入力表形式入力表形式入力表形式入力｣｣｣｣｣　　　　　を切り替えできます。



○　 メール送信

４．４．４．４．４．発注書の出力発注書の出力発注書の出力発注書の出力発注書の出力

○　 発注書の印刷
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注意注意注意注意注意
メール送信を行うには、メールソフトがインストールされている必要があります。
ご使用のメールソフトによっては、見積エースから起動できない場合があります。

○　 発注書のテキスト出力・メール送信

５．５．５．５．５．見積一覧機能見積一覧機能見積一覧機能見積一覧機能見積一覧機能
○　 サブフォルダ内の見積書の表示

○　 よみ込んだ見積書のフォルダの履歴を表示

○　 一覧印刷のレイアウト

見積明細に発注書を入力する
と、材料集計画面で発注先を
指定し、発注先ごとの明細が
表示できます。

見積書一覧表を、レポートエディタで自由作成できます。

  これまでによみ込んだ見積が保管されているフォルダ一覧を表示します。

指定した保管用フォルダの中にサブフォルダがあるとき、その中の見積書も
表示するかどうかの指定ができます。

指定した発注先の明細を、発注書として印刷できます。
発注書のフォーマットは、レポートエディタで作成できます。

発注明細を、テキスト出力・メール送信できます。
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以上

６．６．６．６．６．自動バックアップ機能自動バックアップ機能自動バックアップ機能自動バックアップ機能自動バックアップ機能
作成中にシステムがダウンした時や、保存せずに見積エースを終了した時に、
前回作成中の見積書をバックアップファイルから復元し、呼び出すことができます。

○　明細印刷ヘッダの設定に、フッダ部（合計欄）の文字の設定を追加。

７．７．７．７．７．その他その他その他その他その他

○　明細に小計行を使用した時の文字を、初期設定で登録できます。

○　明細行の「単価」に文字が入力されている文字行も、材料集計表に表示します。

○　材料集計表の印刷レイアウトに、集計画面で選択した工事項目名称を追加。

○　明細の印刷時に品名欄を分ける「　_　」を、「品名欄１｣だけのレポートで

○　品名分類の名称に、全角３０文字までのロング名称が登録可能。

８．８．８．８．８．バージョンＵＰ時の注意バージョンＵＰ時の注意バージョンＵＰ時の注意バージョンＵＰ時の注意バージョンＵＰ時の注意

旧バージョンの見積エースＷｉｎｄｏｗｓ版を消さずに、Ｖｅｒ.３(バージョンアップ専用版）

をインストールして下さい。

インストールには、ハードディスクに２０Ｍバイトの空容量が必要です。

運用時には、バックアップファイルを作成しますので、さらに多くの空容量が必要です。

容量は、作成する見積書の行数で異なりますが、５０Ｍバイト程度の空容量を常に確保して下さい。

インストール時に、Ｖｅｒ.３用のレポートファイルが　

　　　　ＭＡＣＥ５０￥Ｒｅｐｏｒｔｓ　　　　フォルダの中に追加されます。

Ｖ３用のレポートファイルは、ファイル名の先頭に「Ｖ３ _ 」が付いています。

Ｖ３用の見積書のレポートファイルには、マスター登録の「自社名」で設定した文字が印刷される

ようになっています。

旧レポートファイルはそのまま使用できます。

（単価は「０」になります）

印刷するかどうか初期設定で設定可能。


